
開催趣旨（1/3）

●背景：

p 近年、AISは船舶の航行安全や動静把握にとど
まらず、港湾管理、物流、保険など幅広い海事
活動を支える重要な情報基盤となっています。

p 一方、現在のAISには送信者を認証する仕組み
がなく、情報の真正性や船舶Identityの信頼性
をどのように確保するか、が新たな課題となっ
ています。

「信頼できる海事デジタル社会構築に向けた
セキュリティの役割」 セミナー



開催趣旨（2/3）

●航行デジタル化技術の発展：

p こうした中、AISを発展させたVDESの国際標準
化と実用化が進められており、衛星通信による
通信範囲の拡大に加え、AIS Authenticationや
S-100を活用したデジタル海事サービスなど、
新たな機能の導入が検討されています。

p OPRIも、日本財団支援のもと、「衛星VDES有
益性実証」事業を推進中。

「信頼できる海事デジタル社会構築に向けた
セキュリティの役割」 セミナー
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● 「信頼できる海事情報」を議論し、政策提言に
反映したい

p 本セミナーでは、海事デジタル化に伴うリスク
やAIS認証の必要性について理解を深める。

p VDESを取り巻く国際動向、日本における衛星
VDES実証の取組を紹介した上で、将来の海事
デジタル化において求められる「信頼できる海
事情報」について、海運・海事関係者とともに
議論を深める。

「信頼できる海事デジタル社会構築に向けた
セキュリティの役割」 セミナー


